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男性

416

42.8%

女性

533

54.9%

回答しない

22

2.3%
n＝971 

令和６年度 御殿場市 

市政に関する市民アンケート調査結果 

 

Ⅰ 調査概要 

１．調査の目的 

本調査は、市政をより良くするため、市民の皆さんのご意見を市政に反映させることを目的

としてアンケートを実施しました。 

２．調査方法 

調査対象： 御殿場市内に住んでいる満 18 歳以上の方から無作為に抽出した 2,000 人 

調査方法： 対象者に郵送で調査票を送付し、記入した調査票の郵送またはインターネット

による回答 

実施期間： 令和６年 12 月から令和７年２月まで 

３．回収結果 

発送数 有効回収数 有効回収率 

2,000 票 971 票（郵送回収・673 票＋WEB 回収・298 票） 48.6％ 

※有効回収数：集計に利用した票数 

 

 

Ⅱ 調査結果 
 

１．回答者の属性 

 
問 31 性別 
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５年未満

84

8.7%

５年～１０年未満

30

3.1%

１０年～２０年未満

123

12.7%

２０年以上

733

75.5%

無回答

1

0.1%

n＝971 

n＝971 

n＝971 

7.6%

10.0%

16.3%

18.7%

8.5%

38.6%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

18～29歳 (n=74)

30～39歳 (n=97)

40～49歳 (n=158)

50～59歳 (n=182)

60～64歳 (n=83)

65歳以上 (n=375)

無回答 (n=2)

46.5%

17.1%

17.0%

9.3%

3.3%

5.9%

0.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

御殿場地区（n=452）

富士岡地区（n=166）

原里地区（n=165）

玉穂地区（n=90）

印野地区（n=32）

高根地区（n=57）

無回答（n=9）

問 32 年齢 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 33 居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 34 居住地区 
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持家（一戸建て・分譲マンション）

806

83.0%

賃貸（マンション・アパート・借家）

146

15.0%

その他（官舎・社宅・寮など）

17

1.8%

無回答

2

0.2%

n＝971 

問 35 住居形態 
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18.1

11.2

9.5

26.2

24.7

13.8

27.7

28.1

35.2

26.4

24.4

38.8

49.5

26.4

23.1

22.6

25.4

28.7

29.5

23.0

24.6

20.3

25.1

22.2

23.4

16.4

24.0

39.2

38.5

18.1

17.8

31.1

19.1

16.1

14.4

19.4

24.2

10.1

5.0

15.1

15.2

16.2

14.0

11.9

13.2

10.5

10.4

7.3

10.1

14.0

10.1

4.7

13.7

7.8

9.7

13.4

13.8

9.4

17.3

18.2

20.4

15.0

11.8

15.0

21.8

2.7

3.4

3.6

2.9

3.0

3.1

2.5

2.6

2.4

4.0

3.3

2.6

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 地域通貨「Gコイン」活用による経済活性化の取り組

み

(2) 御殿場産木材の活用（ごてんばっ木）等の木に親し

む木育のまちづくり

(3) 木育拠点施設「（仮称）富士山木のおもちゃ美術館」

整備の取り組み

(4) 「新図書館」の整備の取り組み

(5) 市の魅力を様々な方法で発信できる「道の駅的施

設」の整備の取り組み

(6) スポーツタウン御殿場としての特色あるまちづくり

(7) 出産祝金、小・中学校入学祝金、長寿祝金等の各

世代に対する支援

(8) 第２子以降保育料及び副食費無償化等による保育

所に関する取り組み

(9) 18歳未満の子ども医療費完全無償化の取り組み

(10) ICT化等の小・中学校の学校教育・学校施設の整

備の取り組み

(11) 若者の流出を防ぐための鉄道定期券助成等による

人口減少対策の取り組み

(12) バス・タクシー利用助成等による高齢者の生活支

援の取り組み

(13) 大地震や富士山噴火等に対する防災の取り組み

重要である やや重要である

どちらともいえない あまり重要ではない

重要ではない 無回答

n＝971 

２．御殿場市が行っている取組について 

 

問１ 下の表の１～13 までの各項目について、あなたが御殿場市で生活していて感じる「重要

度」や「満足度」について、番号に○印をおつけください。 

 

【重要度のまとめ】 

○「重要である」と「やや重要である」をあわせた“重要”の割合が高い取り組みの 

上位３項目は、⑬大地震や富士山噴火等に対する防災の取り組み（65.9％） 

⑫バス・タクシー利用助成等による高齢者の生活支援の取り組み」（62.2％） 

⑨18 歳未満の子ども医療費完全無償化の取り組み（55.5％） となっている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

① 地域通貨「G コイン」活用による経済活性化の取

り組み 

② 御殿場産木材の活用（ごてんばっ木）等の木に親

しむ木育のまちづくり 

③ 木育拠点施設「（仮称）富士山木のおもちゃ美術

館」整備の取り組み 

④ 「新図書館」の整備の取り組み 

⑤ 市の魅力を様々な方法で発信できる「道の駅的

施設」の整備の取り組み 

⑥ スポーツタウン御殿場としての特色あるまちづくり 

⑦ 出産祝金、小・中学校入学祝金、長寿祝金等の

各世代に対する支援 

⑧ 第２子以降保育料及び副食費無償化等による保

育所に関する取り組み 

⑨ 18歳未満の子ども医療費完全無償化の取り組み 

⑩ ICT 化等の小・中学校の学校教育・学校施設の

整備の取り組み 

⑪ 若者の流出を防ぐための鉄道定期券助成等によ

る人口減少対策の取り組み 

⑫ バス・タクシー利用助成等による高齢者の生活支

援の取り組み 

⑬ 大地震や富士山噴火等に対する防災の取り組み １位 

２位 

３位 
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n＝971 

14.3

4.7

2.8

7.8

8.5

21.4

7.1

4.8

8.1

8.5

35.3

14.2

17.4

18.1

18.6

21.3

21.1

12.0

17.0

24.6

26.5

44.9

40.0

39.8

38.6

28.4

39.8

39.4

34.3

36.0

8.0

4.2

6.5

9.0

6.1

5.3

5.0

8.0

9.8

9.6

4.7

1.5

2.5

4.1

3.4

3.5

2.6

4.4

7.6

4.5

4.4

22.7

17.1

9.2

13.7

9.3

12.7

19.8

12.3

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 地域通貨「Gコイン」活用による経済活性化の取り組

み

(2) 御殿場産木材の活用（ごてんばっ木）等の木に親し

む木育のまちづくり

(6) スポーツタウン御殿場としての特色あるまちづくり

(7) 出産祝金、小・中学校入学祝金、長寿祝金等の各

世代に対する支援

(8) 第２子以降保育料及び副食費無償化等による保育

所に関する取り組み

(9) 18歳未満の子ども医療費完全無償化の取り組み

(10) ICT化等の小・中学校の学校教育・学校施設の整

備の取り組み

(11) 若者の流出を防ぐための鉄道定期券助成等による

人口減少対策の取り組み

(12) バス・タクシー利用助成等による高齢者の生活支

援の取り組み

(13) 大地震や富士山噴火等に対する防災の取り組み

満足 やや満足

どちらともいえない やや不満

不満 取組を知らなかった

【満足度のまとめ】 

○「満足」と「やや満足」をあわせた“満足”の割合が高い取り組みの上位３項目は、 

①地域通貨「Gコイン」活用による経済活性化の取り組み」（49.6％）、 

⑨18 歳未満の子ども医療費完全無償化の取り組み」（42.7％） 

⑬大地震や富士山噴火等に対する防災の取り組み」（33.2％） となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 地域通貨「G コイン」活用による経済活性化の取

り組み 

② 御殿場産木材の活用（ごてんばっ木）等の木に親

しむ木育のまちづくり 

⑥ スポーツタウン御殿場としての特色あるまちづくり 

⑦ 出産祝金、小・中学校入学祝金、長寿祝金等の

各世代に対する支援 

⑧ 第２子以降保育料及び副食費無償化等による保

育所に関する取り組み 

⑨ 18歳未満の子ども医療費完全無償化の取り組み 

⑩ ICT 化等の小・中学校の学校教育・学校施設の

整備の取り組み 

⑪ 若者の流出を防ぐための鉄道定期券助成等によ

る人口減少対策の取り組み 

⑫ バス・タクシー利用助成等による高齢者の生活支

援の取り組み 

⑬ 大地震や富士山噴火等に対する防災の取り組み 

１位 

２位 

３位 
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⒀ ⑿ ⑼ ⑸ ⑻ ⑷ ⑽ ⑺ ⑾ ⑴ ⑹ ⑵ ⑶

大地震や噴
火への防災

高齢者への
ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰ利

用券

18歳未満の
医療費の完
全無償化

道の駅的施
設の整備

保育料・副食
費等への支

援

新図書館の
整備

小中学校の
施設・教育

の整備

出産・入学・
長寿等の各
世代への祝

い金

若者の通学
定期助成等
の人口減少

対策

地域通貨
「Gコイン」活

用

ｽﾎﾟｰﾂタウ
ン御殿場の

取組み

木に親しむ
木育

おもちゃ美
術館の整備

支持率 65.9% 62.2% 55.5% 53.5% 52.7% 51.6% 51.5% 50.7% 46.7% 44.5% 43.3% 34.3% 32.0%

支持ポイント

【全体】 3.687 3.625 3.437 3.398 3.349 3.381 3.393 3.341 3.345 3.135 3.259 3.151 3.062

【性別】

男性 3.584 3.566 3.416 3.334 3.315 3.219 3.330 3.354 3.347 3.135 3.246 3.108 2.980

女性 3.775 3.678 3.458 3.473 3.375 3.516 3.462 3.337 3.348 3.270 3.297 3.193 3.128

【年齢】

18～29歳 2.757 2.743 2.743 2.797 2.608 2.932 2.689 2.568 3.027 2.595 3.000 2.838 3.054

30～39歳 2.750 2.750 2.750 2.906 2.698 2.979 2.792 2.729 2.865 2.844 2.906 2.813 2.885

40～49歳 3.310 3.286 3.290 3.059 3.148 3.206 3.253 3.163 3.235 3.116 3.039 3.098 2.993

50～59歳 3.425 3.486 3.263 3.226 3.151 3.246 3.207 3.169 3.274 3.230 3.148 3.051 3.017

60～64歳 3.570 3.582 3.443 3.139 3.354 3.215 3.321 3.291 3.152 3.139 3.000 2.937 2.747

65歳以上 4.439 4.251 3.906 3.931 3.864 3.763 3.885 3.825 3.669 3.471 3.612 3.430 3.234

【地区】

御殿場地区 3.500 3.494 3.231 3.313 3.147 3.192 3.187 3.209 3.245 3.180 3.247 3.084 3.005

富士岡地区 3.608 3.551 3.342 3.237 3.282 3.293 3.310 3.297 3.335 3.200 3.142 3.064 3.032

原里地区 3.611 3.543 3.383 3.380 3.284 3.417 3.434 3.270 3.275 3.129 3.273 3.201 3.119

玉穂地区 3.820 3.697 3.685 3.416 3.517 3.584 3.552 3.427 3.398 3.079 3.135 3.138 2.944

印野地区 4.688 4.281 4.344 3.906 4.469 3.781 4.290 4.156 3.750 3.500 3.344 3.406 3.188

高根地区 4.632 4.491 4.456 4.246 4.263 4.333 4.281 4.105 4.054 3.754 3.877 3.754 3.571

30代以下平均 2.753 2.747 2.747 2.852 2.653 2.956 2.740 2.648 2.946 2.719 2.953 2.825 2.970

 

≪属性別の集計結果≫ 

重要度の支持率について、上位３項目を属性別にみると、 

⇒年齢が高いほど、市の取組みについて、幅広い分野において重要と評価している。 

⇒若い世代は、取組み項目の全般において支持ポイントが低いが、市全体では支持の低い取組みで

ある、おもちゃ美術館・木育・スポーツタウン等について、比較的支持がある。 

⇒印野・高根地区において全体的に支持ポイントが高い。 

※支持率＝（重要＋やや重要）回答数/全体の回答数 （％） 

※支持ポイント＝重要である 5、やや重要である 4、どちらともいえない 3、あまり重要ではない 2、重要ではない 1 として算出 

 

満足度の満足ポイントについて、上位３項目を属性別にみると、 

⇒全体の傾向には大きな差はないが、年代別の特徴として 30～40 代において「18 歳未満の医療費の

完全無償化」「保育料・副食費等への支援」「小中学校の施設・教育の整備」のポイントが高い。 

⇒地域別において印野地区のポイントが低い。また、男性よりも女性のポイントがやや高い。 

⇒「施策を知らない」と回答している項目は「木に親しむ木育」「若者の通学定期助成等の人口減少

対策」「スポーツタウン御殿場の取組み」が多く、特に 30 代以下の若い世代に多い。年齢が上がる

ほど取組は知られており、印野地区では多くの施策において、知らない取組が少ない（取組が良く

知られている）。 

※満足率＝（満足＋やや満足）回答数/全体の回答数 （％） 

※満足ポイント＝満足 5、やや満足 4、どちらともいえない 3、やや不満 2、不満 1 として算出 

 

■重要度の支持率（クロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

上位３項目 

若者の支持がある 

男性より女性の支持がある 

年齢が高い方が支持がある 

印野・高根の支持がある 
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30代以下 3.406 3.846 3.336 3.365 3.330 3.179 3.047 3.219 3.232 3.004 3.296 0.009

⑴ ⑼ ⑽ ⑻ ⒀ ⑺ ⑿ ⑹ ⑵ ⑾

地域通貨「G
コイン」活用

18歳未満の
医療費の完
全無償化

小中学校の
施設・教育の

整備

保育料・副食
費等への支

援

大地震や噴
火への防災

出産・入学・
長寿等の各
世代への祝

い金

高齢者への
ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰ
利用券

ｽﾎﾟｰﾂタウ
ン御殿場の

取組み

木に親しむ
木育

若者の通学
定期助成等
の人口減少

対策

満足率 49.6% 42.7% 28.2% 27.2% 33.2% 26.0% 25.1% 20.2% 18.9% 16.9%

知らなかった 4.4% 9.3% 12.7% 13.7% 5.7% 9.2% 12.3% 17.1% 22.7% 19.8%

満足ﾎﾟｲﾝﾄ

【全体】 3.523 3.649 3.332 3.304 3.277 3.210 3.107 3.167 3.235 3.070 3.288 0.000

【性別】

男性 3.558 3.468 3.260 3.289 3.289 3.177 3.113 3.120 3.169 3.060 3.251 -0.037

女性 3.514 3.774 3.395 3.316 3.260 3.246 3.107 3.203 3.290 3.091 3.320 0.032

【年齢】

18～29歳 3.438 3.581 3.308 3.146 3.133 3.217 3.024 3.313 3.188 3.026 3.237 -0.050

30～39歳 3.374 4.110 3.364 3.584 3.526 3.141 3.070 3.125 3.276 2.982 3.355 0.068

40～49歳 3.607 4.000 3.373 3.291 3.322 3.328 2.928 3.117 3.262 3.060 3.329 0.041

50～59歳 3.435 3.658 3.302 3.156 3.253 3.092 3.036 3.089 3.151 2.992 3.216 -0.071

60～64歳 3.716 3.188 3.241 3.113 3.139 3.059 3.194 3.150 3.254 2.945 3.200 -0.088

65歳以上 3.541 3.470 3.345 3.368 3.267 3.268 3.217 3.218 3.256 3.158 3.311 0.023

【地区】

御殿場地区 3.525 3.589 3.285 3.297 3.302 3.189 3.155 3.169 3.251 3.084 3.285 -0.003

富士岡地区 3.504 3.789 3.402 3.369 3.336 3.285 3.198 3.164 3.230 3.133 3.341 0.053

原里地区 3.537 3.541 3.256 3.226 3.286 3.191 3.130 3.214 3.304 3.059 3.274 -0.013

玉穂地区 3.570 3.849 3.543 3.433 3.304 3.384 2.986 3.129 3.203 3.016 3.341 0.054

印野地区 3.276 3.640 3.269 3.200 2.786 2.962 2.731 3.040 2.857 2.708 3.047 -0.241

高根地区 3.673 3.750 3.532 3.347 3.226 3.200 2.878 3.233 3.340 3.205 3.338 0.051

全体との
ﾎﾟｲﾝﾄ差

ﾎﾟｲﾝﾄ
の平均

⑵ ⑾ ⑹ ⑻ ⑽ ⑿ ⑼ ⑺ ⒀ ⑴

木に親しむ
木育

若者の通学
定期助成等
の人口減少

対策

ｽﾎﾟｰﾂタウン
御殿場の取

組み

保育料・副食
費等への支

援

小中学校の
施設・教育の

整備

高齢者への
ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰ利

用券

18歳未満の
医療費の完
全無償化

出産・入学・
長寿等の各
世代への祝

い金

大地震や噴
火への防災

地域通貨
「Gコイン」活

用

【全体】 22.7% 19.8% 17.1% 13.7% 12.7% 12.3% 9.3% 9.2% 5.7% 4.4%

【性別】

男性 22.1% 18.8% 17.3% 15.1% 12.5% 11.5% 11.3% 10.3% 6.5% 6.3%

女性 22.1% 20.6% 16.5% 11.8% 12.4% 12.9% 7.1% 7.9% 4.9% 3.0%

【年齢】

18～29歳 55.4% 45.9% 52.7% 41.9% 28.4% 41.9% 39.2% 35.1% 17.6% 13.5%

30～39歳 36.1% 37.1% 27.8% 16.5% 26.8% 22.7% 10.3% 15.5% 17.5% 3.1%

40～49歳 28.5% 21.5% 18.4% 14.6% 10.1% 15.2% 8.2% 10.8% 3.2% 5.1%

50～59歳 25.3% 21.4% 18.7% 14.8% 12.6% 12.1% 6.6% 10.4% 4.9% 4.9%

60～64歳 19.3% 22.9% 15.7% 15.7% 18.1% 8.4% 13.3% 7.2% 3.6% 2.4%

65歳以上 9.9% 8.0% 6.4% 6.1% 5.9% 3.5% 4.0% 1.6% 2.1% 2.9%

【地区】

御殿場地区 25.9% 23.5% 20.4% 15.3% 14.6% 14.4% 11.1% 10.6% 8.0% 5.5%

富士岡地区 21.1% 16.3% 15.1% 12.0% 9.6% 10.8% 7.8% 8.4% 3.6% 4.8%

原里地区 21.8% 14.5% 14.5% 12.1% 10.9% 9.1% 6.7% 7.9% 4.2% 3.6%

玉穂地区 18.9% 20.0% 11.1% 15.6% 13.3% 13.3% 10.0% 8.9% 3.3% 1.1%

印野地区 9.4% 9.4% 9.4% 6.3% 3.1% 6.3% 6.3% 3.1% 0.0% 6.3%

高根地区 14.0% 21.1% 15.8% 12.3% 15.8% 12.3% 7.0% 7.0% 5.3% 1.8%

知られてない
施策

 

■満足度の満足率（クロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

※満足率＝（満足＋やや満足）/回答数 

 

■知られていない施策（クロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上位３項目 

30～40 代の満足度が高い 

女性の満足度がやや高い 

印野地区の満足度が低い 

若年層に取組が知られていない 

高齢者・印野地区は知らない人が少ない 
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3.2

5.3

22.1

26.0

34.7

35.9

40.3

33.5

26.8

16.7

14.8

7.7

10.6

8.8

4.7

3.3

3.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 市民の声は何らかの方法で市政に反映されてい

ると思いますか

(2) 市は、市政の情報を市民に対して十分に発信し

ていると思いますか

(3) 市職員の窓口や電話での応対は親切で丁寧で

あると思いますか

そう思う ややそう思う どちらともいえない

ややそう思わない そう思わない 無回答

n＝971 

３．市役所について 

 

問２ 下の表の１～３までの各項目について、あなたの気持ちに最も近いものはどれですか。１

～５までの番号に○印をおつけください。 

 

○「③市職員の窓口や電話での応対は親切で丁寧であると思いますか」については、「そう思う」

と「ややそう思う」をあわせた“思う”が 58.1％となっているのに対し、市民の声の市政への

反映（「①市民の声は何らかの方法で市政に反映されていると思いますか」）および市政情報の

発信（「②市は、市政の情報を市民に対し十分に発信していると思いますか」）については、“思

う”の割合がそれぞれ 29.2％および 40.0％となっている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 市民の声は何らかの方法で市政に反映され

ていると思いますか。 

② 市は、市政の情報を市民に対し十分に発信し
ていると思いますか。 

③ 市職員の窓口や電話での応対は親切で丁寧
であると思いますか。 
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≪属性別の集計結果≫ 

市役所についての気持ち（問２）を属性別にみると、 

⇒「(1)市民の声の市政への反映」について、肯定的（反映されいると思う＋ややそう思う）に捉

えている市民は約３割だが、女性や 50代以下の世代において支持が低い。地区別では高根地区

の支持が低い。 

⇒「(2)市政情報の市民への十分な発信」について、肯定的（発信されいると思う＋ややそう思う）

に捉えている市民は約４割で、30～40 代の世代と高根地区の支持が低い。 

⇒「(3)市職員の窓口や電話での対応」について、肯定的（対応が良いと思う＋ややそう思う）に

捉えている市民は約６割で、65 歳以上と印野地区で職員対応への支持が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑴ ⑵ ⑶

市民の声の市政への
反映

市政情報の市民への
十分な発信

市職員の窓口や電話
での対応

全体 29.1% 40.0% 58.1%

男性 33.2% 40.1% 58.2%

女性 26.6% 40.3% 58.9%

18～29歳 20.3% 40.5% 55.4%

30～39歳 24.7% 37.1% 57.7%

40～49歳 27.8% 35.4% 58.2%

50～59歳 23.6% 37.9% 48.4%

60～64歳 32.5% 43.4% 56.6%

65歳以上 34.7% 42.7% 63.5%

御殿場地区 27.9% 37.2% 57.5%

富士岡地区 35.5% 46.4% 54.2%

原里地区 26.7% 43.0% 60.0%

玉穂地区 32.2% 42.2% 57.8%

印野地区 37.5% 43.8% 78.1%

高根地区 21.1% 35.1% 59.6%
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知っていた

526

54.2%

知らなかった

433

44.6%

無回答

12

1.2%

n＝971 

月に２回以上

73

7.5%

月に１回程度

54

5.6%

年に数回

207

21.3%

利用していない

622

64.1%

無回答

15

1.5%

n＝971 

４．公共施設や道路について 

 

問３ あなたは、市立図書館をどのくらい利用していますか。（○は１つ） 

 

○「利用していない」が 64.1％となっており、「月に２回以上」（7.5％）、「月に１回程度」（5.6％）、

「年に数回」（21.3％）をあわせた 34.4％を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

問４ 温泉会館が休館中であることを知っていましたか？（○は１つ） 

 

○「知っていた」は 54.2％、「知らなかった」は 44.6％となっている。 
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n＝971 

知っていた

562

57.9%

知らなかった

398

41.0%

無回答

11

1.1%

n＝971 

38.9%

33.3%

24.1%

18.9%

17.9%

17.2%

11.2%

10.0%

9.9%

4.1%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

御胎内温泉健康センター （n=378）

気楽坊 （n=323）

あしがら温泉 （n=234）

オアシス御殿場 （n=184）

ヘルシーパークすその （n=174）

富士八景の湯 （n=167）

茶目湯殿 （n=109）

レストイン時之栖 （n=97）

木の花の湯 （n=96）

レンブラントプレミアム富士御殿場 （n=40）

レンブラントスタイル御殿場駒門 （n=20）

問５ 御胎内温泉健康センターが市営の温泉施設であることを知っていましたか？（○は１つ） 

 

○「知っていた」は 57.9％、「知らなった」は 41.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 下記の温泉・温浴施設のうち、最近あなたが利用したことのある施設を教えてください。

（○はいくつでも） 

 

○「御胎内温泉健康センター」が 38.9％で最も高く、次いで「気楽坊」が 33.3％、あしがら温

泉が 24.1％などとなっている。 
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≪属性別の集計結果≫ 

図書館の利用頻度（問３）について属性別に見ると、 

⇒特に 60代以上、男性において利用していない人が多い。 

 

温泉会館の休館（問４）について属性別に見ると、 

⇒若い世代ほど閉館を知らない人が多く、特に 40 代以下において、半数以上が閉館を知らない。 

御胎内温泉が市営であること（問４）について属性別に見ると、 

⇒50 代以下の約半数が市営であることを知らなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実数
月に２回

以上
月に１回

程度
年に数

回
利用して
いない

知っていた
知らなかっ

た
知ってい

た
知らな
かった

全体 971 7.5% 5.6% 21.3% 64.1% 54.2% 44.6% 57.9% 41.0%

男性 416 6.5% 5.5% 18.5% 68.5% 59.4% 40.1% 63.2% 36.3%

女性 533 8.4% 5.6% 24.0% 59.8% 50.7% 47.5% 54.0% 44.3%

18～29歳 74 2.7% 8.1% 23.0% 66.2% 20.3% 79.7% 51.4% 48.6%

30～39歳 97 10.3% 9.3% 24.7% 54.6% 42.3% 57.7% 54.6% 45.4%

40～49歳 158 14.6% 7.6% 24.1% 53.2% 46.8% 52.5% 48.1% 51.3%

50～59歳 182 7.7% 4.4% 23.1% 64.3% 54.4% 45.1% 50.5% 48.4%

60～64歳 83 9.6% 2.4% 18.1% 68.7% 57.8% 41.0% 59.0% 39.8%

65歳以上 375 4.3% 4.5% 18.9% 69.3% 66.4% 31.2% 67.7% 30.4%

御殿場地区 452 6.6% 6.2% 20.6% 65.5% 57.7% 41.4% 53.8% 45.4%

富士岡地区 166 10.8% 4.2% 19.9% 61.4% 47.0% 50.0% 53.0% 44.0%

原里地区 165 7.9% 3.0% 23.6% 63.6% 57.0% 42.4% 63.0% 36.4%

玉穂地区 90 3.3% 7.8% 24.4% 63.3% 47.8% 50.0% 63.3% 35.6%

印野地区 32 12.5% 6.3% 21.9% 59.4% 53.1% 46.9% 71.9% 28.1%

高根地区 57 7.0% 8.8% 17.5% 66.7% 50.9% 49.1% 73.7% 26.3%

問４　温泉会館の休館
を知っていたか

問３　図書館の利用頻度
問５　御胎内温泉が
市営と知っていたか
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≪属性別の集計結果≫ 

利用したことのある温泉（問６）ついて属性別に見ると、 

⇒施設によらず全体的に男性の利用が女性よりも多い。 

⇒年齢別では、「御胎内温泉」の利用は、全年齢層で利用が多いが、地域別において印野・玉穂地

区の利用が高い。 

⇒30 代以下の若年層は「気楽坊」「あしがら温泉」「オアシス御殿場」の利用も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問６ 利用したことのある温泉・温浴施設

御胎内温
泉健康セ

ンター
気楽坊

あしがら温
泉

オアシス
御殿場

ヘルシー
パークす

その

富士八景
の湯

茶目湯殿
レストイン

時之栖
木の花の

湯

レンブラン
トプレミア
ム富士御

殿場

レンブラン
トスタイル
御殿場駒

門

全体 38.9% 33.3% 24.1% 18.9% 17.9% 17.2% 11.2% 10.0% 9.9% 4.1% 2.9%

男性 41.8% 33.9% 26.4% 23.3% 19.5% 20.0% 11.8% 11.8% 7.9% 3.8% 3.8%

女性 37.0% 32.8% 22.0% 15.9% 16.5% 14.6% 10.9% 8.6% 11.4% 4.5% 2.1%

18～29歳 37.8% 35.1% 33.8% 25.7% 13.5% 10.8% 8.1% 13.5% 17.6% 1.4% 0.0%

30～39歳 44.3% 35.1% 33.0% 26.8% 25.8% 17.5% 9.3% 9.3% 20.6% 4.1% 7.2%

40～49歳 41.8% 36.1% 28.5% 23.4% 20.9% 15.8% 10.8% 10.1% 12.0% 5.1% 3.8%

50～59歳 34.6% 29.1% 23.1% 22.5% 20.9% 15.9% 11.5% 9.3% 11.5% 4.9% 4.9%

60～64歳 34.9% 24.1% 14.5% 14.5% 10.8% 19.3% 6.0% 8.4% 12.0% 4.8% 2.4%

65歳以上 39.5% 35.5% 20.8% 13.1% 15.7% 18.9% 13.6% 10.1% 3.5% 3.7% 1.1%

御殿場地区 35.4% 28.8% 30.1% 22.3% 13.3% 21.9% 10.0% 10.6% 12.2% 5.8% 2.2%

富士岡地区 30.1% 47.0% 13.3% 13.3% 31.3% 13.3% 19.9% 13.9% 7.8% 0.0% 7.2%

原里地区 39.4% 27.3% 17.6% 12.1% 19.4% 14.5% 8.5% 6.7% 8.5% 3.6% 2.4%

玉穂地区 64.4% 33.3% 17.8% 18.9% 15.6% 12.2% 7.8% 5.6% 6.7% 4.4% 0.0%

印野地区 68.8% 37.5% 15.6% 12.5% 25.0% 3.1% 9.4% 3.1% 6.3% 9.4% 6.3%

高根地区 35.1% 45.6% 43.9% 31.6% 12.3% 17.5% 12.3% 15.8% 10.5% 1.8% 0.0%
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そう思う

129

13.3%

ややそう思う

171

17.6%

あまりそう思わない

342

35.2%

そう思わない

315

32.4%

無回答

14

1.4%

n＝971 

そう思う

194

20.0%

ややそう思う

418

43.0%

あまりそう思わない

253

26.1%

そう思わない

73

7.5%

無回答

33

3.4%

n＝971 

問７ 市内の温泉・温浴施設数は充実していると思いますか。（○は１つ） 

 

○「そう思う」（20.0％）と「ややそう思う」（43.0％）をあわせた“思う”が 63.0％となってお

り、「そう思わない」（7.5％）と「あまりそう思わない」（26.1％）をあわせた“思わない”の

33.6％を上回っている。 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

問８ 温泉会館を再開するためには建て替える必要があり、市による多額の建設費・維持費等が

掛かるとともに経営面では民間温泉・温浴施設に影響を及ぼす恐れもあります。あなたは

温泉会館を建て替える必要があると思いますか。（○は１つ） 

 

○「そう思わない」（32.4％）と「あまりそう思わない」（35.2％）をあわせた“思わない”が 67.7％

となっており、「そう思う」（13.3％）と「ややそう思う」（17.6％）をあわせた“思う”の 30.9％

を上回っている。 
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≪属性別の集計結果≫ 

温泉施設・温浴施設は充実しているか（問７）について属性別に見ると、 

⇒男女の意向には差がないが、40 代以下の回答が約７割と高く、若い市民は充実していると感じ

ている。また、御胎内温泉のある印野地区では充実していると感じている。 

 

温泉会館の建替えの必要性（８割）について属性別に見ると、 

⇒建替えの必要があると思わない人は、女性、印野地区で多い。 

 

 
 

  

実数 思う 思わない 思う 思わない

全体 971 63.0% 33.6% 30.9% 67.7%

男性 416 63.5% 33.9% 35.3% 63.7%

女性 533 63.4% 32.5% 27.6% 70.5%

18～29歳 74 68.9% 29.7% 28.4% 68.9%

30～39歳 97 71.1% 27.8% 35.1% 64.9%

40～49歳 158 67.7% 31.6% 29.1% 69.6%

50～59歳 182 58.2% 40.1% 31.3% 68.7%

60～64歳 83 67.5% 32.5% 36.1% 63.9%

65歳以上 375 59.2% 33.9% 29.6% 67.7%

御殿場地区 452 61.3% 35.4% 33.0% 65.5%

富士岡地区 166 65.1% 32.5% 29.5% 68.1%

原里地区 165 64.2% 29.7% 28.5% 70.9%

玉穂地区 90 63.3% 34.4% 31.1% 67.8%

印野地区 32 81.3% 15.6% 15.6% 81.3%

高根地区 57 63.2% 35.1% 31.6% 68.4%

問７　温泉施設・温浴施
設は充実しているか

問８　温泉会館は建替え
る必要があるか
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66.1%

50.4%

36.4%

27.5%

20.9%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

市体育館 （n=642）

ふれあいプール玉穂 （n=489）

各地区広場 （n=353）

市陸上競技場（中央テニスコート含む） （n=267）

東グラウンド・南グラウンド （n=203）

馬術・スポーツセンター （n=40）

n＝971 

n＝971 

そう思う

181

18.6%

ややそう思う

394

40.6%

あまりそう思わない

263

27.1%

そう思わない

115

11.8%

無回答

18

1.9%

問９ 市内にある下記のスポーツ施設のうち、利用したことがある施設を教えてください。  

（○はいくつでも） 

 

○「市体育館」が 66.1％で最も高く、次いで「ふれあいプール玉穂」が 50.4％、「各地区広場」

が 36.4％などとなっている。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 あなたは、問９の１～６の施設のうち、あまり利用したことがない施設について、今後も

市が費用を掛けて維持していく必要があると思いますか。（○は１つ） 

 

○「そう思う」（18.6％）と「ややそう思う」（40.6％）をあわせた“思う”が 59.2％となってお

り、「そう思わない」（11.8％）と「あまりそう思わない」（27.1％）をあわせた“思わない”

の 38.9％を上回っている。 
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≪属性別の集計結果≫ 

利用したことのあるスポーツ施設（問９）について属性別に見ると、 

⇒全体で利用の経験が多い「市体育館」「ふれあいプール玉穂」「各地区広場」は、属性別でも同様

の結果となった。 

⇒「市陸上競技場」の利用は年齢が低いほど、利用経験が多かった。 

 

あまり利用したことがない施設を今後も市が費用を掛けて維持していく必要があると思うか（問 10）

について属性別に見ると、 

⇒「必要があると思う」と回答しているのは、40代以下と印野・高根地区でやや高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市体育館
ふれあい

プール玉穂
各地区広場

市陸上競技場
（中央テニス
コート含む）

東グラウン
ド・南グラウ

ンド

馬術・ス
ポーツセン

ター

思う 思わない

全体 66.1% 50.4% 36.4% 27.5% 20.9% 4.1% 59.2% 38.9%

男性 63.9% 45.9% 44.5% 27.6% 27.2% 3.8% 62.7% 35.6%

女性 67.9% 53.7% 30.2% 27.4% 16.3% 4.3% 57.4% 40.5%

18～29歳 68.9% 64.9% 37.8% 45.9% 23.0% 1.4% 66.2% 32.4%

30～39歳 68.0% 67.0% 33.0% 37.1% 24.7% 3.1% 68.0% 32.0%

40～49歳 75.3% 65.2% 38.6% 38.6% 26.6% 10.8% 66.5% 32.9%

50～59歳 78.0% 60.4% 36.8% 34.6% 26.9% 5.5% 55.5% 43.4%

60～64歳 66.3% 51.8% 38.6% 22.9% 20.5% 3.6% 65.1% 33.7%

65歳以上 55.7% 32.0% 35.5% 14.4% 14.4% 1.6% 53.1% 43.5%

御殿場地区 66.6% 49.1% 34.3% 28.1% 19.9% 3.5% 57.1% 41.6%

富士岡地区 58.4% 45.8% 25.3% 22.3% 22.9% 4.8% 58.4% 39.2%

原里地区 66.1% 49.7% 43.6% 29.1% 19.4% 5.5% 63.0% 34.5%

玉穂地区 67.8% 62.2% 37.8% 33.3% 23.3% 4.4% 57.8% 40.0%

印野地区 75.0% 46.9% 43.8% 25.0% 21.9% 6.3% 65.6% 31.3%

高根地区 78.9% 57.9% 56.1% 28.1% 22.8% 1.8% 66.7% 31.6%

問９　市内にある利用したことがあるｽﾎﾟｰﾂ施設
問10　あまり利用したことがない
施設を今後も市が費用を掛けて
維持していく必要があると思うか
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n＝971 

そう思う

543

55.9%

ややそう思う

338

34.8%

あまりそう思わない

66

6.8%

そう思わない

18

1.9%

無回答

6

0.6%

n＝971 

そう思う

228

23.5%

ややそう思う

286

29.5%

あまりそう思わない

320

33.0%

そう思わない

134

13.8%

無回答

3

0.3%

問 11 市民会館は、市民の文化芸術活動や生涯学習等の場として必要だと思いますか。 

（○は１つ） 

 

○「そう思う」（55.9％）と「ややそう思う」（34.8％）をあわせた“思う”が 90.7％となってお

り、「そう思わない」（1.9％）と「あまりそう思わない」（6.8％）をあわせた“思わない”の

8.7％を大きく上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 市民会館の他に、雨天時でもイベント等で活用できる大型の屋内施設が必要だと思いま

すか。（○は１つ） 

 

○「そう思う」（23.5％）と「ややそう思う」（29.5％）をあわせた“思う”が 52.9％、「そう思

わない」（13.8％）と「あまりそう思わない」（33.0％）をあわせた“思わない”が 46.8％とな

っている。 
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≪属性別の集計結果≫ 

市民会館が必要と思う市民（問 11）は属性別に見ると、 

⇒必要と思う人は男女、年齢、地区においても同様の結果となっている。 

 

市民会館の他に大型屋内施設が必要と思う市民（問 12）について属性別に見ると、 

⇒65 歳以上と印野地区では、施設が必要ではないとする市民が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実数 思う 思わない 思う 思わない

全体 971 90.7% 8.7% 52.9% 46.8%

男性 416 89.2% 10.1% 51.4% 48.1%

女性 533 93.1% 6.4% 53.5% 46.3%

18～29歳 74 91.9% 8.1% 59.5% 40.5%

30～39歳 97 92.8% 7.2% 62.9% 37.1%

40～49歳 158 91.1% 8.9% 53.2% 46.8%

50～59歳 182 91.2% 8.8% 59.3% 40.7%

60～64歳 83 92.8% 6.0% 57.8% 42.2%

65歳以上 375 89.1% 9.6% 45.1% 54.1%

御殿場地区 452 90.7% 9.1% 51.3% 48.7%

富士岡地区 166 88.0% 10.2% 57.2% 42.2%

原里地区 165 92.1% 7.3% 54.5% 44.8%

玉穂地区 90 93.3% 6.7% 51.1% 48.9%

印野地区 32 87.5% 9.4% 43.8% 53.1%

高根地区 57 96.5% 3.5% 56.1% 43.9%

問11　市民会館は必要と思う
か

問12　市民会館の他に大型
屋内施設が必要と思うか
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n＝971 

そう思う

62

6.4%

ややそう思う

353

36.4%

あまりそう思わない

403

41.5%

そう思わない

148

15.2%

無回答

5

0.5%

n＝971 

通学路などの歩道の整備

262

27.0%

市道全般の補修・修繕

260

26.8%

狭あいな生活道路の整備

172

17.7%

自転車専用道路の整備

131

13.5%

市の幹線となる都市計画道路の整備

82

8.4%

無回答

44

4.5%

その他

20

2.1%

問 13 市道の管理状態（舗装状況、歩行しやすさ）は良いと思いますか。（○は１つ） 

 

○「そう思わない」（15.2％）と「あまりそう思わない」（41.5％）をあわせた“思わない”が 56.7％

となっており、「そう思う」（6.4％）と「ややそう思う」（36.4％）をあわせた“思う”の 42.7％

を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 市道の整備等に関し、優先して希望することは何ですか。（○は１つ） 

 

○「通学路などの歩道の整備」が 27.0％で最も高く、次いで「市道全般の補修・修繕」が 26.8％、

「狭あいな生活道路の整備」が 17.7％などとなっている。 
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≪属性別の集計結果≫ 

市道の管理状態が良いと思うか（問 13）について属性別に見ると、 

⇒30 代以下、印野・高根地区は、全体の結果と異なり「良いと思う」市民の方が多い。 

 

市道の整備に関して優先的に希望すること（問 14）について属性別に見ると、 

⇒どの属性においても、全体と同様の傾向となり、「通学路などの歩道の整備」、「市道全般の補修・

修繕」についての支持が多く、「市の幹線となる都市計画道路の整備」が少ない。年齢別にみる

と 30～40 代は「通学路などの歩道の整備」、60 歳以上は「市道全般の補修・修繕」を特に支持

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

思う 思わない
市の幹線とな
る都市計画道

路の整備

通学路など
の歩道の整

備

狭あいな生
活道路の整

備

自転車専用
道路の整備

市道全般の
補修・修繕

全体 42.7% 56.7% 8.4% 27.0% 17.7% 13.5% 26.8%

男性 45.7% 53.8% 12.3% 24.3% 18.0% 11.5% 28.6%

女性 42.0% 57.4% 5.8% 29.1% 17.1% 15.2% 25.7%

18～29歳 54.1% 45.9% 13.5% 27.0% 20.3% 23.0% 12.2%

30～39歳 52.6% 47.4% 11.3% 41.2% 16.5% 8.2% 20.6%

40～49歳 44.3% 55.7% 8.9% 34.2% 14.6% 12.7% 24.7%

50～59歳 41.8% 58.2% 9.3% 25.8% 18.7% 12.6% 25.3%

60～64歳 31.3% 68.7% 7.2% 24.1% 12.0% 10.8% 36.1%

65歳以上 40.3% 58.4% 6.4% 21.6% 19.7% 14.1% 30.9%

御殿場地区 39.8% 60.2% 8.6% 28.1% 19.0% 13.1% 23.5%

富士岡地区 47.0% 51.2% 9.0% 24.1% 19.9% 10.8% 30.1%

原里地区 33.9% 65.5% 7.3% 25.5% 13.9% 13.9% 32.7%

玉穂地区 48.9% 51.1% 10.0% 28.9% 13.3% 16.7% 26.7%

印野地区 56.3% 40.6% 12.5% 31.3% 6.3% 21.9% 21.9%

高根地区 61.4% 38.6% 5.3% 26.3% 26.3% 10.5% 31.6%

問13　市道の管理状
態は良いと思うか

問14　市道の整備に関して優先的に希望すること
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n＝971 

83.8%

41.9%

41.5%

24.2%

20.6%

13.5%

12.5%

11.9%

11.6%

8.2%

6.7%

2.8%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広報紙「広報ごてんば」 （n=814）

回覧・配布文書（広報ごてんば以外） （n=407）

無線放送 （n=403）

家族・知人・近所の人の話 （n=235）

市政カレンダー （n=200）

市議会だより （n=131）

LINE等のSNS配信 （n=121）

市ホームページ （n=116）

新聞 （n=113）

テレビ・ラジオ （n=80）

コミュニティFM （n=65）

ケーブルテレビ （n=27）

その他 （n=12）

５．情報取得方法について 

 

問 15 あなたは、市政の動きや行事などを何によって知ることが多いですか。（○はいくつでも） 

 

○「広報紙「広報ごてんば」」が 83.8％で最も高く、次いで「回覧・配布文書（広報ごてんば以

外）」が 41.9％、「無線放送」が 41.5％などとなっている。 
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≪属性別の集計結果≫ 

市政の動きや行事などを何によって知るか（問 15）について属性別に見ると、 

⇒全体で最も多い「広報紙」について、男女や地域の差は少ないが、30 代以下は明らかに少ない。

次いで多い「回覧・配布文書」「無線放送」についても 40 代以下は明らかに少なく、これと呼応

して「家族・知人・近所の人の話」に知ることが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問15　市政の動きや行事などを何によって知るか

実数
広報紙
「広報ご

てんば」

回覧・配

布文書
（広報ご

てんば以

外）

無線放送
家族・知
人・近所

の人の話

市政カレ
ンダー

市議会だ
より

LINE等の
SNS配信

市ホーム
ページ

新聞
テレビ・ラ
ジオ

コミュニ
ティFM

ケーブル
テレビ

全体 971 83.8% 41.9% 41.5% 24.2% 20.6% 13.5% 12.5% 11.9% 11.6% 8.2% 6.7% 2.8%

男性 416 83.4% 41.1% 44.0% 20.0% 20.2% 16.3% 7.5% 14.2% 13.0% 9.1% 8.4% 2.6%

女性 533 85.0% 42.8% 40.2% 27.0% 21.6% 11.4% 16.3% 9.9% 10.7% 7.9% 5.6% 2.8%

18～29歳 74 63.5% 17.6% 21.6% 40.5% 1.4% 2.7% 12.2% 6.8% 4.1% 9.5% 0.0% 1.4%

30～39歳 97 74.2% 24.7% 21.6% 36.1% 6.2% 10.3% 17.5% 14.4% 6.2% 11.3% 5.2% 1.0%

40～49歳 158 87.3% 28.5% 22.8% 24.1% 13.9% 10.1% 23.4% 14.6% 6.3% 3.2% 4.4% 1.9%

50～59歳 182 81.9% 38.5% 37.9% 22.5% 16.5% 14.8% 13.2% 14.8% 8.2% 8.2% 11.0% 2.2%

60～64歳 83 85.5% 51.8% 53.0% 24.1% 19.3% 18.1% 13.3% 9.6% 9.6% 9.6% 9.6% 3.6%

65歳以上 375 89.6% 56.5% 57.9% 18.9% 33.1% 16.3% 6.1% 10.4% 18.9% 8.8% 6.7% 4.0%

御殿場地区 452 84.5% 38.9% 40.5% 24.1% 21.7% 12.4% 11.9% 11.9% 10.2% 7.3% 6.6% 2.7%

富士岡地区 166 85.5% 51.8% 38.0% 25.3% 21.7% 16.9% 13.9% 12.7% 11.4% 9.0% 3.0% 3.6%

原里地区 165 84.2% 40.0% 47.9% 18.8% 23.0% 13.3% 11.5% 12.1% 16.4% 12.1% 9.7% 4.2%

玉穂地区 90 84.4% 50.0% 41.1% 26.7% 16.7% 11.1% 12.2% 16.7% 10.0% 4.4% 8.9% 1.1%

印野地区 32 75.0% 31.3% 43.8% 31.3% 12.5% 15.6% 12.5% 6.3% 15.6% 6.3% 3.1% 0.0%

高根地区 57 77.2% 38.6% 38.6% 29.8% 14.0% 15.8% 15.8% 7.0% 12.3% 8.8% 7.0% 1.8%
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n＝971 

そう思う

312

32.1%

ややそう思う

248

25.5%

あまりそう思わない

249

25.6%

そう思わない

154

15.9%

無回答

8

0.8%

n＝971 

80.1%

51.4%

36.8%

34.0%

32.9%

24.3%

16.5%

14.9%

11.5%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＬＩＮＥ （n=778）

ＹｏｕＴｕｂｅ （n=499）

検索サイト （n=357）

バーコード決済（Ｐａｙ） （n=330）

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ （n=319）

Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ） （n=236）

Ｆａｃｅｂｏｏｋ （n=160）

ＴｉｋＴｏｋ （n=145）

どれも利用していない （n=112）

その他 （n=6）

問 16 あなたは、今後も市政カレンダーが必要だと思いますか。（○は 1つ） 

 

○「そう思う」（32.1％）と「ややそう思う」（25.5％）をあわせた“思う”が 57.7％となってお

り、「そう思わない」（15.9％）と「あまりそう思わない」（25.6％）をあわせた“思わない”

の 41.5％を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

問 17 あなたが利用しているＳＮＳ・サービスは何ですか。（○はいくつでも） 

 

○「LINE」が 80.1％で最も高く、次いで「YouTube」が 51.4％、「検索サイト」が 36.8％などと

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

25 

 

≪属性別の集計結果≫ 

今後も市政カレンダーが必要だと思うか（問 16）について属性別に見ると、 

⇒全体では「思う」が多く、男女、地区別でも同様の結果となっているが、年齢別では 40代以下

で傾向が逆転し、年齢が低い市民ほど「思わない」を高く支持している。 

 

利用している SNS・サービスは何か（問 17）について属性別に見ると、 

⇒若者ほど多くのサービス手段を利用しており、特に 20代以下で、「Instagram」、「Ｘ（旧 Twitter）」

などで顕著である。一方、65 歳以上のサービス利用が明らかに少なく、4 人に１人は「どれも

利用していない」デジタルデバイドの状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実数 思う 思わない ＬＩＮＥ ＹｏｕＴｕｂｅ 検索サイト
バーコード

決済（Ｐａｙ）
Ｉｎｓｔａｇｒａｍ

Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔ

ｅｒ）
Ｆａｃｅｂｏｏｋ ＴｉｋＴｏｋ

どれも利用

していない

全体 971 57.7% 41.5% 80.1% 51.4% 36.8% 34.0% 32.9% 24.3% 16.5% 14.9% 11.5%

男性 416 60.6% 38.5% 76.9% 54.8% 35.3% 30.5% 26.7% 26.4% 17.3% 11.8% 11.8%

女性 533 56.7% 42.6% 82.4% 48.6% 38.1% 35.8% 37.5% 23.1% 15.8% 17.6% 11.4%

18～29歳 74 35.1% 64.9% 97.3% 87.8% 55.4% 68.9% 73.0% 71.6% 10.8% 44.6% 0.0%

30～39歳 97 42.3% 57.7% 95.9% 78.4% 45.4% 50.5% 61.9% 49.5% 29.9% 26.8% 0.0%

40～49歳 158 44.3% 54.4% 92.4% 68.4% 41.8% 53.8% 49.4% 36.1% 29.1% 22.8% 1.3%

50～59歳 182 54.9% 45.1% 92.3% 56.0% 43.4% 38.5% 44.5% 23.6% 23.1% 18.1% 2.2%

60～64歳 83 62.7% 36.1% 81.9% 54.2% 43.4% 39.8% 21.7% 21.7% 15.7% 14.5% 7.2%

65歳以上 375 71.7% 26.9% 61.6% 27.5% 24.3% 11.2% 7.5% 4.5% 5.9% 1.3% 26.1%

御殿場地区 452 57.5% 41.4% 81.4% 51.5% 37.6% 36.3% 34.1% 25.2% 16.8% 15.7% 10.2%

富士岡地区 166 56.6% 42.8% 78.3% 50.6% 37.3% 34.3% 29.5% 24.1% 16.9% 15.7% 14.5%

原里地区 165 59.4% 40.6% 78.8% 47.3% 32.1% 32.1% 31.5% 23.6% 14.5% 13.9% 14.5%

玉穂地区 90 55.6% 43.3% 74.4% 56.7% 35.6% 25.6% 32.2% 21.1% 21.1% 12.2% 12.2%

印野地区 32 59.4% 37.5% 87.5% 46.9% 31.3% 37.5% 31.3% 28.1% 15.6% 12.5% 3.1%

高根地区 57 61.4% 38.6% 82.5% 59.6% 45.6% 31.6% 40.4% 24.6% 12.3% 14.0% 8.8%

問16　今後も市政カレン
ダーが必要だと思うか

問17　利用しているＳＮＳ・サービスは何か
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n＝971 

n＝971 

68.2%

37.8%

37.2%

37.2%

22.6%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80%

生活情報（道路交通情報、病院の案内、天気予報等） （n=662）

行政情報（市広報、市議会情報、災害情報等） （n=367）

観光情報（観光地、観光施設、各種イベントの案内等） （n=361）

報道（地域ニュース） （n=361）

娯楽（音楽等） （n=219）

コマーシャルなど （n=15）

よく聞いている

71

7.3%

時々聞いている

174

17.9%

あまり聞かない

275

28.3%

全く聞かない

448

46.1%

無回答

3

0.3%

問 18 市内のコミュニティＦＭでは、富士山ＧＯＧＯエフエム（エフエム御殿場）を放送してい

ますが、あなたは放送を聞いたことがありますか。（○は１つ） 

 

○「全く聞かない」（46.1％）と「あまり聞かない」（28.3％）をあわせた“聞かない”は 74.5％

となっており、「よく聞いている」（7.3％）と「時々聞いている」（17.9％）をあわせた“聞い

ている”の 25.2％を大きく上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 あなたがラジオを通じて知りたいと思う情報は何ですか。（○はいくつでも） 

 

○「生活情報（道路交通情報、病院の案内、天気予報等）」が 68.2％で最も高く、次いで「行政

情報（市広報、市議会情報、災害情報等）」が 37.8％、「観光情報（観光地、観光施設、各種イ

ベントの案内等）」および「報道（地域ニュース）」が 37.2％などとなっている。 
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≪属性別の集計結果≫ 

市内のコミュニティ FMの放送を聞いたことがあるか（問 18）について属性別に見ると、 

⇒すべての属性で全体傾向と同様に「聞かない（あまり聞かない＋全く聞かない）」が多く、同じ

く全ての属性で「全く聞かない」が最も多い。 

⇒特に、20 代以下の 9割以上、30代の８割以上が聞いていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実数
よく聞いてい
る

時々聞いて
いる

あまり聞かな
い

全く聞かない 聞いている 聞かない

全体 971 7.3% 17.9% 28.3% 46.1% 25.2% 74.5%

男性 416 10.1% 18.3% 27.4% 44.2% 28.4% 71.6%

女性 533 5.3% 17.8% 29.3% 47.1% 23.1% 76.4%

18～29歳 74 0.0% 6.8% 33.8% 59.5% 6.8% 93.2%

30～39歳 97 5.2% 12.4% 28.9% 53.6% 17.5% 82.5%

40～49歳 158 2.5% 13.9% 38.0% 45.6% 16.5% 83.5%

50～59歳 182 10.4% 19.2% 28.6% 41.2% 29.7% 69.8%

60～64歳 83 7.2% 31.3% 27.7% 33.7% 38.6% 61.4%

65歳以上 375 9.9% 19.7% 23.2% 46.7% 29.6% 69.9%

御殿場地区 452 7.3% 15.9% 27.9% 48.7% 23.2% 76.5%

富士岡地区 166 3.6% 22.3% 24.7% 49.4% 25.9% 74.1%

原里地区 165 11.5% 16.4% 26.7% 44.8% 27.9% 71.5%

玉穂地区 90 5.6% 21.1% 35.6% 37.8% 26.7% 73.3%

印野地区 32 3.1% 28.1% 28.1% 37.5% 31.3% 65.6%

高根地区 57 10.5% 17.5% 33.3% 38.6% 28.1% 71.9%

問18　市内のコミュニティFMの放送を聞いたことがあるか



 

28 

 

≪属性別の集計結果≫ 

ラジオを通じて知りたいと思う情報（問 19）について属性別に見ると、 

⇒全ての属性で、全体と同様に「生活情報（道路交通情報、病院の案内、天気予報等）」が多く、

男女、年齢、地区においても属性による大きな差異はない。 

⇒20 代以下の属性に「娯楽（音楽等）」が多く、40～50 代に「観光情報（観光地、観光施設、各種

イベントの案内等）」がやや多い特徴がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実数

生活情報（道路

交通情報、病院

の案内、天気予
報等）

行政情報（市広

報、市議会情

報、災害情報
等）

観光情報（観光

地、観光施設、

各種イベントの
案内等）

報道（地域

ニュース）
娯楽（音楽等）

コマーシャルな

ど

全体 971 68.2% 37.8% 37.2% 37.2% 22.6% 1.5%

男性 416 71.6% 37.7% 33.2% 39.7% 21.4% 1.9%

女性 533 65.9% 37.9% 40.2% 35.5% 23.3% 1.3%

18～29歳 74 59.5% 35.1% 33.8% 33.8% 43.2% 1.4%

30～39歳 97 59.8% 33.0% 44.3% 24.7% 25.8% 1.0%

40～49歳 158 63.9% 37.3% 52.5% 36.1% 26.6% 4.4%

50～59歳 182 73.6% 36.8% 47.8% 41.8% 26.4% 1.6%

60～64歳 83 72.3% 48.2% 34.9% 37.3% 22.9% 2.4%

65歳以上 375 70.4% 38.1% 25.1% 39.5% 14.1% 0.3%

御殿場地区 452 67.0% 38.9% 37.4% 39.6% 22.6% 0.9%

富士岡地区 166 71.1% 36.7% 39.2% 34.9% 26.5% 3.6%

原里地区 165 68.5% 33.3% 33.3% 33.3% 18.8% 1.2%

玉穂地区 90 67.8% 44.4% 40.0% 44.4% 24.4% 1.1%

印野地区 32 71.9% 31.3% 34.4% 34.4% 18.8% 0.0%

高根地区 57 68.4% 42.1% 38.6% 24.6% 19.3% 3.5%

問19 ラジオを通じて知りたいと思う情報
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n＝971 

ほとんど毎回投票している（期日前投票を含む）

733

75.5%

投票しないことが多い

173

17.8%

投票したことがない

48

4.9%

その他

10

1.0%

無回答

7

0.7%

６．選挙の時の投票について 

 

問 20 御殿場市の市長選挙や市議会選挙の投票率は、県東部の他市町と比較して低い傾向にあ

り、年々低下しています。あなたは普段、選挙の時に投票に行っていますか。（○は１つ） 

 

○「ほとんど毎回投票している（期日前投票を含む）」が 75.5％で最も高く、「投票したことが

ない」（4.9％）や「投票しないことが多い」（17.8％）を大きく上回っている。 
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≪属性別の集計結果≫ 

普段、選挙の時に投票に行っているか（問 20）について属性別に見ると、 

⇒全体結果と同様に「ほとんど毎回投票している」が各属性においても最も多い。 

⇒特に 20 代以下で、「投票したことがない」が 21.6％と多く、高齢になるほど「ほとんど毎回投

票している」人が多い傾向がある。 
 

毎回投票している人が、選挙が行われることは何によって知るか（問 21）について属性別に見ると、 

⇒全体結果と属性による結果に大きな差異はないが、「広報紙」「新聞」からとしている回答者は

年齢が高いほど多く、「家族・知人・近所の人の話」を知る手段としているのは、30代以下が多

い特徴がある。 
 

選挙の時に投票に行っていない理由（問 22）について属性別に見ると、 

⇒全体結果と比較して突出した結果はないが、40 代以上の年齢層において「投票したい候補者が

いない」が高い特徴がある。 
 

期日前投票の利用（問 23）について属性別に見ると、 

⇒全体の結果と比較して、突出した属性の偏りは見られない。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実数
ほとんど毎
回投票して

いる

投票しない

ことが多い

投票したこ

とがない

全体 971 75.5% 17.8% 4.9%

男性 416 80.0% 13.7% 4.6%

女性 533 72.6% 20.5% 5.1%

18～29歳 74 56.8% 18.9% 21.6%

30～39歳 97 74.2% 16.5% 9.3%

40～49歳 158 67.7% 24.7% 5.7%

50～59歳 182 72.0% 21.4% 4.9%

60～64歳 83 81.9% 15.7% 1.2%

65歳以上 375 82.9% 13.9% 1.1%

御殿場地区 452 71.9% 21.2% 5.3%

富士岡地区 166 76.5% 15.1% 6.6%

原里地区 165 75.2% 20.0% 3.0%

玉穂地区 90 84.4% 7.8% 5.6%

印野地区 32 81.3% 12.5% 3.1%

高根地区 57 86.0% 10.5% 3.5%

問20　普段、選挙の時に投票に行っ
ているか
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n＝733 

47.3%

47.2%

46.8%

39.7%

37.7%

31.7%

26.2%

22.9%

19.4%

5.3%

4.5%

4.5%

3.5%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

投票所入場券 （n=347）

候補者等のポスター （n=346）

広報紙「広報ごてんば」 （n=343）

新聞 （n=291）

テレビ （n=276）

選挙公報 （n=232）

候補者等の選挙カー・演説 （n=192）

家族・知人・近所の人の話 （n=168）

無線放送 （n=142）

市政カレンダー （n=39）

市SNS配信 （n=33）

市ホームページ （n=33）

コミュニティFM （n=26）

その他 （n=11）

問 21 問 20 で「１ ほとんど毎回投票している（期日前投票含む）」と回答した方に伺います。 

あなたは選挙が行われることについて、何によって知りましたか。（○はいくつでも） 

 

○選挙の際にほとんど毎回投票している人（733 人）が選挙の実施を知る手段は、「投票所入場

券」が 47.3％で最も高く、僅差で「候補者等のポスター」（47.2％）が続き、次いで「広報紙

「広報ごてんば」」が 46.8％などとなっている。 
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n＝221 

22.6%

22.2%

13.1%

12.2%

10.0%

8.6%

1.4%

0.9%

0.9%

0% 10% 20% 30%

投票したい候補者がいないから （n=50）

自分の票で政治が変わるとは思わないから （n=49）

候補者の人柄や政策がわからないから （n=29）

投票日に仕事や用事があるから （n=27）

投票所へ行くのが面倒だから （n=22）

政治にはあまり興味がないから （n=19）

その他 （n=3）

投票の場所や投票の仕方がわからないから （n=2）

選挙が行われることがわからないから （n=2）

問 22 問 20 で「２ 投票しないことが多い」「３ 投票したことがない」と回答した方に伺いま

す。 

あなたが選挙の時に投票に行っていない理由をお答えください。（○は１つ） 

 

○選挙の際に投票しないことが多い人および投票しない人（221 人）が投票に行っていない理由

は、「投票したい候補者がいないから」が 22.6％で最も高く、僅差で「自分の票で政治が変わ

るとは思わないから」（22.2％）が続き、次いで「候補者の人柄や政策がわからないから」が

13.1％などとなっている。 
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n＝971 

利用したことがある

602

62.0%

利用したことはないが知っている

319

32.9%

知らないし、利用したことはない

22

2.3%

無回答

28

2.9%

問 23 あなたは、期日前投票について利用したことがありますか。（○は１つ） 

 

○「利用したことがある」が 62.0％となっており、「利用したことはないが知っている」（32.9％）

と「知らないし、利用したことはない」（2.3％）を上回っている。 
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実数
投票所入

場券

候補者等
のポス

ター

広報紙
「広報ご

てんば」

新聞 テレビ 選挙公報
候補者等
の選挙

ｶｰ・演説

家族・知
人・近所

の人の話

無線放送
市政カレ

ンダー

市SNS配

信

市ホーム

ページ

コミュニ

ティFM

全体 733 47.3% 47.2% 46.8% 39.7% 37.7% 31.7% 26.2% 22.9% 19.4% 5.3% 4.5% 4.5% 3.5%

男性 333 46.2% 42.6% 47.4% 42.3% 35.7% 35.4% 24.3% 19.8% 24.3% 6.0% 3.9% 5.7% 4.2%

女性 387 48.3% 51.2% 46.8% 38.5% 39.8% 28.4% 27.6% 25.3% 15.5% 4.7% 4.4% 3.6% 3.1%

18～29歳 42 45.2% 47.6% 19.0% 19.0% 42.9% 19.0% 26.2% 47.6% 7.1% 0.0% 2.4% 2.4% 0.0%

30～39歳 72 36.1% 44.4% 23.6% 11.1% 31.9% 18.1% 25.0% 33.3% 6.9% 2.8% 4.2% 1.4% 1.4%

40～49歳 107 58.9% 57.9% 42.1% 22.4% 29.0% 28.0% 29.0% 18.7% 8.4% 2.8% 5.6% 2.8% 0.0%

50～59歳 131 54.2% 48.9% 35.1% 33.6% 38.9% 22.9% 29.8% 19.1% 17.6% 0.0% 6.9% 4.6% 6.1%

60～64歳 68 51.5% 52.9% 55.9% 42.6% 38.2% 32.4% 23.5% 26.5% 20.6% 4.4% 4.4% 4.4% 2.9%

65歳以上 311 42.4% 41.8% 60.8% 56.9% 40.2% 41.5% 24.8% 19.3% 28.3% 10.0% 3.5% 6.1% 4.8%

御殿場地区 325 46.8% 48.0% 45.2% 36.9% 38.5% 34.2% 24.0% 19.4% 17.2% 6.5% 3.4% 5.2% 3.4%

富士岡地区 127 40.2% 40.2% 55.1% 44.9% 40.9% 30.7% 23.6% 24.4% 22.0% 7.1% 9.4% 5.5% 1.6%

原里地区 124 42.7% 47.6% 46.8% 43.5% 41.1% 30.6% 28.2% 29.0% 23.4% 4.8% 1.6% 2.4% 6.5%

玉穂地区 76 61.8% 44.7% 51.3% 35.5% 30.3% 27.6% 27.6% 25.0% 17.1% 0.0% 3.9% 5.3% 5.3%

印野地区 26 69.2% 65.4% 50.0% 38.5% 34.6% 30.8% 38.5% 26.9% 23.1% 3.8% 7.7% 0.0% 0.0%

高根地区 49 49.0% 55.1% 28.6% 44.9% 32.7% 28.6% 34.7% 22.4% 18.4% 4.1% 4.1% 4.1% 2.0%

問21　選挙が行われることは何によって知るか　（問20で「１」と回答した方）

実数
投票したい候

補者がいない

から

自分の票で

政治が変わ

るとは思わな

いから

候補者の人

柄や政策が

わからない

から

投票日に仕

事や用事が

あるから

投票所へ行く

のが面倒だ

から

政治にはあ

まり興味がな

いから

投票の場所

や投票の仕

方がわから

ないから

選挙が行わ

れることがわ

からないから

利用したこと

がある

利用したこと

はないが

知っている

知らないし、

利用したこと

はない

全体 221 22.6% 22.2% 13.1% 12.2% 10.0% 8.6% 0.9% 0.9% 62.0% 32.9% 2.3%

男性 76 21.1% 17.1% 14.5% 15.8% 5.3% 13.2% 1.3% 1.3% 65.9% 28.6% 3.1%

女性 136 23.5% 23.5% 13.2% 10.3% 12.5% 6.6% 0.7% 0.7% 58.9% 36.6% 1.1%

18～29歳 30 10.0% 13.3% 16.7% 23.3% 13.3% 13.3% 0.0% 3.3% 44.6% 50.0% 5.4%

30～39歳 25 16.0% 20.0% 20.0% 8.0% 12.0% 12.0% 0.0% 4.0% 61.9% 34.0% 2.1%

40～49歳 48 25.0% 16.7% 14.6% 12.5% 14.6% 10.4% 0.0% 0.0% 55.7% 39.2% 3.2%

50～59歳 48 29.2% 27.1% 6.3% 12.5% 8.3% 4.2% 0.0% 0.0% 66.5% 29.1% 2.7%

60～64歳 14 21.4% 14.3% 14.3% 0.0% 7.1% 14.3% 7.1% 0.0% 65.1% 33.7% 0.0%

65歳以上 56 25.0% 30.4% 12.5% 10.7% 5.4% 5.4% 1.8% 0.0% 65.1% 28.3% 1.6%

御殿場地区 120 25.8% 16.7% 16.7% 15.0% 7.5% 9.2% 0.8% 0.8% 61.9% 33.6% 2.2%

富士岡地区 36 19.4% 25.0% 16.7% 5.6% 16.7% 2.8% 0.0% 0.0% 64.5% 30.1% 1.2%

原里地区 38 18.4% 28.9% 2.6% 15.8% 7.9% 13.2% 2.6% 0.0% 61.2% 32.7% 2.4%

玉穂地区 12 8.3% 25.0% 8.3% 8.3% 25.0% 16.7% 0.0% 0.0% 63.3% 32.2% 3.3%

印野地区 5 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 68.8% 25.0% 3.1%

高根地区 8 37.5% 25.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 50.9% 40.4% 3.5%

問23　期日前投票について利用し
たことがあるか

問22　選挙の時に投票に行っていない理由　　（問20で「２」「３」と回答した方）
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n＝971 

50.9%

40.8%

35.5%

26.4%

14.6%

14.0%

14.0%

12.2%

4.0%

4.0%

3.5%

3.2%

2.3%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自分や家族の健康 （n=494）

経済的問題 （n=396）

地震・台風等の災害の問題 （n=345）

介護・療養 （n=256）

住まい・住環境 （n=142）

子育て・教育 （n=136）

移動手段（交通機関）の問題 （n=136）

仕事・学校生活 （n=118）

進学・就職 （n=39）

その他 （n=39）

近所との関係 （n=34）

恋愛・結婚 （n=31）

ひきこもり・不登校 （n=22）

特にない （n=40）

７．暮らしについて 

 

問 24 あなたは毎日の暮らしの中で、どのような悩みや不安を感じていますか。（○は３つまで） 

 

○「自分や家族の健康」が 50.9％で最も高く、次いで「経済的問題」が 40.8％、「地震・台風等

の災害の問題」が 35.5％などとなっている。 
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実数
自分や家
族の健康

経済的問
題

地震・台
風等の災
害の問題

介護・療
養

住まい・住
環境

子育て・
教育

移動手段

（交通機
関）の問
題

仕事・学
校生活

進学・就
職

近所との
関係

恋愛・結
婚

ひきこも
り・不登校

その他 特にない

全体 971 50.9% 40.8% 35.5% 26.4% 14.6% 14.0% 14.0% 12.2% 4.0% 3.5% 3.2% 2.3% 4.0% 4.1%

男性 416 52.2% 40.6% 34.1% 26.2% 14.2% 11.5% 11.8% 12.3% 3.6% 4.1% 3.1% 2.4% 6.3% 4.8%

女性 533 50.1% 40.9% 36.2% 26.5% 14.6% 15.6% 15.6% 11.8% 4.3% 2.6% 3.4% 2.1% 2.4% 3.8%

18～29歳 74 29.7% 59.5% 25.7% 6.8% 18.9% 13.5% 28.4% 28.4% 20.3% 4.1% 10.8% 1.4% 1.4% 4.1%

30～39歳 97 36.1% 53.6% 32.0% 9.3% 11.3% 39.2% 11.3% 30.9% 3.1% 1.0% 7.2% 1.0% 2.1% 1.0%

40～49歳 158 41.8% 49.4% 27.8% 15.2% 13.3% 38.6% 12.0% 19.0% 10.1% 3.2% 3.8% 5.1% 5.1% 1.3%

50～59歳 182 57.1% 44.5% 39.0% 34.6% 17.0% 9.3% 12.1% 14.8% 0.0% 1.1% 1.1% 2.2% 6.0% 2.7%

60～64歳 83 56.6% 42.2% 33.7% 27.7% 18.1% 2.4% 19.3% 6.0% 0.0% 3.6% 4.8% 2.4% 3.6% 3.6%

65歳以上 375 58.4% 28.0% 40.5% 34.9% 13.3% 2.1% 12.5% 1.3% 1.3% 5.3% 1.1% 1.6% 3.7% 6.9%

御殿場地区 452 49.6% 43.1% 37.2% 25.7% 15.9% 13.5% 15.3% 13.5% 3.8% 3.1% 3.3% 2.7% 4.4% 3.5%

富士岡地区 166 54.8% 36.7% 39.2% 28.3% 10.2% 16.3% 15.7% 7.2% 3.0% 6.0% 1.8% 0.6% 3.6% 5.4%

原里地区 165 50.9% 41.8% 29.7% 24.8% 16.4% 12.7% 9.7% 13.9% 3.6% 4.2% 3.6% 2.4% 3.0% 3.6%

玉穂地区 90 52.2% 45.6% 28.9% 24.4% 12.2% 14.4% 12.2% 7.8% 4.4% 2.2% 2.2% 3.3% 3.3% 8.9%

印野地区 32 37.5% 25.0% 50.0% 34.4% 9.4% 12.5% 21.9% 18.8% 3.1% 0.0% 6.3% 0.0% 3.1% 3.1%

高根地区 57 54.4% 33.3% 28.1% 26.3% 15.8% 15.8% 10.5% 15.8% 7.0% 1.8% 5.3% 1.8% 7.0% 0.0%

問24　毎日の暮らしの中で、どのような悩みや不安を感じているか

 

≪属性別の集計結果≫ 

毎日の暮らしの中で、どのような悩みや不安を感じているか（問 24）について属性別に見ると、 

⇒全体で多かった「自分や家族の健康」は年齢が高いほど多く、「経済的問題」は年齢が低いほど

多い傾向が見られる。 

⇒「子育て・教育」については 30～40 代、印野地区では「地震・台風等の災害の問題」が多い。 
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n＝971 

53.2%

43.3%

26.0%

13.4%

7.7%

6.6%

6.2%

4.9%

4.6%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

会えば挨拶する （n=517）

区・組・班（アパート等の管理組合）の活動では一緒になる

（n=420）

会えば立ち話をする （n=252）

簡単な頼みごとをし合う、土産物を買ってくる （n=130）

困りごとを相談し合い、助け合う （n=75）

顔は知っているが言葉を交わすことはない （n=64）

ほとんど顔も知らない （n=60）

家族ぐるみの付き合いでお互いの家を行き来する （n=48）

付き合いはしない （n=45）

その他 （n=3）

問 25 あなたは地域の人とどの程度のお付き合いをしていますか。（○は２つまで） 

 

○「会えば挨拶する」が 53.2％で最も高く、次いで「区・組・班（アパート等の管理組合）の活

動では一緒になる」が 43.3％、「会えば立ち話をする」が 26.0％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区・組・班（アパート等の管理組合）の活動では一緒になる （n=420） 
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≪属性別の集計結果≫ 

地域の人とどの程度のお付き合いをしているか（問 25）について属性別に見ると、 

⇒年齢が低いほど「会えば挨拶する」が多く、年齢が高いほど「区・組・班（アパート等の管理組

合）の活動では一緒になる」「会えば立ち話をする」が多い傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実数
困りごとを相

談し合い、助

け合う

家族ぐるみ
の付き合い

でお互いの

家を行き来

する

簡単な頼み
ごとをし合

う、土産物を

買ってくる

区・組・班（ア
パート等の

管理組合）の

活動では一

緒になる

会えば立ち

話をする

会えば挨拶

する

顔は知って
いるが言葉

を交わすこと

はない

ほとんど顔も

知らない

付き合いはし

ない
その他

全体 971 7.7% 4.9% 13.4% 43.3% 26.0% 53.2% 6.6% 6.2% 4.6% 0.3%

男性 416 7.2% 3.8% 14.4% 48.6% 23.8% 51.7% 7.0% 3.4% 4.8% 0.2%

女性 533 8.3% 5.6% 12.8% 38.8% 28.5% 54.6% 6.2% 8.3% 4.3% 0.4%

18～29歳 74 1.4% 4.1% 4.1% 12.2% 8.1% 66.2% 14.9% 20.3% 12.2% 2.7%

30～39歳 97 5.2% 5.2% 9.3% 25.8% 18.6% 61.9% 18.6% 13.4% 4.1% 0.0%

40～49歳 158 5.1% 7.0% 10.8% 45.6% 16.5% 59.5% 10.1% 5.1% 4.4% 0.0%

50～59歳 182 6.6% 4.4% 11.0% 54.4% 19.2% 60.4% 3.8% 7.1% 6.6% 0.0%

60～64歳 83 7.2% 2.4% 25.3% 50.6% 24.1% 51.8% 4.8% 2.4% 1.2% 0.0%

65歳以上 375 11.2% 4.8% 16.0% 46.1% 39.2% 42.7% 1.9% 2.4% 3.2% 0.3%

御殿場地区 452 5.5% 2.9% 11.5% 38.1% 23.0% 58.4% 8.6% 7.7% 6.0% 0.4%

富士岡地区 166 6.6% 5.4% 13.3% 45.8% 32.5% 55.4% 3.0% 3.0% 2.4% 0.0%

原里地区 165 7.9% 4.8% 15.2% 43.6% 29.7% 46.1% 7.9% 6.1% 3.0% 0.0%

玉穂地区 90 13.3% 10.0% 16.7% 50.0% 20.0% 50.0% 6.7% 5.6% 4.4% 1.1%

印野地区 32 18.8% 12.5% 12.5% 43.8% 31.3% 37.5% 3.1% 9.4% 6.3% 0.0%

高根地区 57 10.5% 5.3% 17.5% 64.9% 28.1% 45.6% 0.0% 1.8% 1.8% 0.0%

問25　地域の人とどの程度のお付き合いをしているか
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n＝971 

プライバシーを干渉しない程度がよい

396

40.8%

困りごとがあれば、相談、助け合う

265

27.3%

あいさつ程度で十分

230

23.7%

無回答

31

3.2%

プライバシーに立ち入ることがあっても親しい関係が必要

24

2.5%

煩わしく、出来ればしたくない

24

2.5%
その他

1

0.1%

問 26 地域の人との付き合いについて、あなたの考えに最も近いものを選んでください。（○は

１つ） 

 

○「プライバシーを干渉しない程度がよい」が 40.8％で最も高く、次いで「困りごとがあれば、

相談、助け合う」が 27.3％、「あいさつ程度で十分」が 23.7％などとなっている。 
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n＝971 
参加している

235

24.2%

参加していない

712

73.3%

無回答

24

2.5%

n＝235 

66.4%

30.6%

19.6%

11.9%

10.6%

9.4%

6.0%

6.0%

5.5%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80%

地域の清掃・美化や地域起こしに関する活動 （n=156）

消防・防災・防犯・災害支援に関する活動 （n=72）

高齢者支援に関する活動 （n=46）

自然環境保護・リサイクルに関する活動 （n=28）

生涯学習やスポーツ指導に関する活動 （n=25）

子育て支援やひとり親家庭に関する支援活動 （n=22）

健康づくり・医療に関する活動 （n=14）

その他 （n=14）

青少年育成・支援に関する活動 （n=13）

障害者支援に関する活動 （n=11）

問 27 あなたは地域のボランティア活動に参加していますか。（○は１つ） 

 

○「参加している」が 24.2％であるのに対し、「参加していない」が 73.3％で大きく上回ってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28 問 27 で「１ 参加している」と回答した方に伺います。 

参加している地域活動について当てはまるものをすべて選び○を付けてください。 

 

○地域のボランティア活動に参加している人（235 人）が行っている活動は、「地域の清掃・美

化や地域起こしに関する活動」が 66.4％で最も高く、次いで「消防・防災・防犯・災害支援に

関する活動」が 30.6％、「高齢者支援に関する活動」が 19.6％などとなっている。 
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n＝712 

52.2%

35.3%

21.3%

17.6%

17.1%

8.1%

5.6%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事や家事で忙しく余裕がない （n=372）

どこで活動しているのかわからない （n=251）

自分の趣味や余暇活動を優先したい （n=152）

興味や関心がない （n=125）

健康・体調に自信がない （n=122）

一緒に参加してくれる人がいない （n=58）

病人・高齢者など家族の世話をしている （n=40）

その他 （n=21）

問 29 問 27 で「２ 参加していない」と回答した方に伺います。 

参加しない理由について当てはまるものをすべて選び○を付けてください。 

 

○地域のボランティア活動に参加していない人（712 人）が活動に参加していない理由は、「仕

事や家事で忙しく余裕がない」が 52.2％で最も高く、次いで「どこで活動しているのかわか

らない」が 35.3％、「自分の趣味や余暇活動を優先したい」が 21.3％などとなっている。 
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≪属性別の集計結果≫ 

地域の人との付き合いについて、最も近いもの（問 26）について属性別に見ると、 

⇒全体では「プライバシーを干渉しない程度がよい」が最も多く、次いで「困りごとがあれば、相

談、助け合う」であったが、20 代以下では「あいさつ程度で十分」が最も多い。また、印野地

区では「困りごとがあれば、相談、助け合う」が最も多く、ご近所付き合いについての若者や在

来コミュニティの特徴と見ることもできる。 

地域のボランティア活動に参加しているか（問 27）について属性別に見ると、 

⇒男性の参加経験が高く、若者ほど参加が低く、印野・高根地区の参加が多い。 

参加している地域活動（問 28）について属性別に見ると、 

⇒全体において多い「地域の清掃・美化や地域起こしに関する活動」が、男女、年齢、地区におい

ても同様な傾向である。この傾向のなかで「消防・防災・防犯・災害支援に関する活動」につい

ては男性が多く、「高齢者支援に関する活動」については女性が参加している状況となっている

ほか、65歳以上が「高齢者支援に関する活動」に参加している状況が見られる。 

参加しない理由（問 29）について属性別に見ると、 

⇒全体では「仕事や家事で忙しく余裕がない」が最も高く、次いで「どこで活動しているかわから

ない」が高いが、男女、年齢、地区においても同様の傾向にある。この傾向のなかで、「仕事や

家事で忙しく余裕がない」は 30～40 代、「どこで活動しているかわからない」は 30代以下を理

由としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問26　地域の人との付き合いについて、最も近いもの

実数

プライバシー
に立ち入るこ

とがあっても

親しい関係

が必要

困りごとがあ

れば、相談、

助け合う

プライバシー

を干渉しない

程度がよい

あいさつ程度

で十分

煩わしく、出

来ればしたく

ない

その他 参加している 参加していない

全体 971 2.5% 27.3% 40.8% 23.7% 2.5% 0.1% 24.2% 73.3%

男性 416 2.4% 24.5% 43.5% 23.8% 2.4% 0.2% 31.0% 67.1%

女性 533 2.4% 30.0% 38.1% 23.6% 2.4% 0.0% 18.8% 78.2%

18～29歳 74 0.0% 27.0% 25.7% 36.5% 6.8% 1.4% 8.1% 91.9%

30～39歳 97 0.0% 24.7% 35.1% 33.0% 6.2% 0.0% 16.5% 83.5%

40～49歳 158 0.6% 27.8% 41.8% 25.3% 3.2% 0.0% 19.0% 81.0%

50～59歳 182 2.7% 27.5% 44.0% 20.3% 3.8% 0.0% 25.3% 73.1%

60～64歳 83 0.0% 36.1% 45.8% 16.9% 0.0% 0.0% 24.1% 74.7%

65歳以上 375 4.5% 25.9% 42.1% 21.3% 0.3% 0.0% 31.2% 63.5%

御殿場地区 452 2.0% 24.1% 40.9% 28.1% 2.2% 0.2% 18.6% 79.4%

富士岡地区 166 2.4% 31.3% 42.8% 16.3% 3.0% 0.0% 24.1% 71.7%

原里地区 165 1.8% 27.3% 39.4% 23.0% 3.6% 0.0% 28.5% 67.3%

玉穂地区 90 1.1% 32.2% 38.9% 24.4% 0.0% 0.0% 24.4% 75.6%

印野地区 32 6.3% 37.5% 28.1% 15.6% 6.3% 0.0% 40.6% 59.4%

高根地区 57 8.8% 29.8% 45.6% 14.0% 1.8% 0.0% 43.9% 54.4%

問27　地域のボランティア
活動に参加しているか
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実数

地域の清掃・
美化や地域
起こしに関す

る活動

消防・防災・
防犯・災害支
援に関する

活動

高齢者支援
に関する活
動

自然環境保
護・リサイク
ルに関する

活動

生涯学習や
スポーツ指
導に関する

活動

子育て支援
やひとり親家
庭に関する

支援活動

健康づくり・
医療に関す
る活動

青少年育成・
支援に関す
る活動

障害者支援
に関する活
動

その他

全体 971 66.4% 30.6% 19.6% 11.9% 10.6% 9.4% 6.0% 5.5% 4.7% 6.0%

男性 416 71.3% 40.3% 12.4% 11.6% 13.2% 5.4% 7.0% 6.2% 4.7% 6.2%

女性 533 60.0% 19.0% 30.0% 13.0% 7.0% 15.0% 5.0% 5.0% 5.0% 6.0%

18～29歳 74 66.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

30～39歳 97 75.0% 43.8% 0.0% 0.0% 6.3% 12.5% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0%

40～49歳 158 60.0% 30.0% 10.0% 6.7% 16.7% 6.7% 6.7% 0.0% 0.0% 3.3%

50～59歳 182 76.1% 41.3% 8.7% 10.9% 8.7% 4.3% 2.2% 8.7% 2.2% 6.5%

60～64歳 83 70.0% 30.0% 5.0% 10.0% 5.0% 0.0% 5.0% 5.0% 15.0% 15.0%

65歳以上 375 62.4% 25.6% 32.5% 16.2% 12.0% 12.8% 7.7% 6.8% 6.0% 6.0%

御殿場地区 452 61.9% 28.6% 21.4% 7.1% 14.3% 9.5% 7.1% 6.0% 4.8% 6.0%

富士岡地区 166 70.0% 37.5% 17.5% 20.0% 12.5% 5.0% 7.5% 5.0% 2.5% 2.5%

原里地区 165 72.3% 25.5% 19.1% 6.4% 6.4% 8.5% 6.4% 4.3% 2.1% 6.4%

玉穂地区 90 63.6% 31.8% 4.5% 13.6% 0.0% 4.5% 0.0% 4.5% 13.6% 18.2%

印野地区 32 53.8% 23.1% 30.8% 23.1% 15.4% 30.8% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0%

高根地区 57 72.0% 36.0% 20.0% 16.0% 12.0% 12.0% 4.0% 12.0% 0.0% 4.0%

問28　参加している地域活動

実数
仕事や家事で
忙しく余裕が
ない

どこで活動し
ているのかわ
からない

興味や関心が
ない

自分の趣味や
余暇活動を優
先したい

健康・体調に
自信がない

一緒に参加し
てくれる人が
いない

病人・高齢者
など家族の世
話をしている

その他

全体 971 52.2% 35.3% 17.6% 21.3% 17.1% 8.1% 5.6% 2.9%

男性 416 43.7% 32.6% 23.7% 27.6% 15.4% 6.1% 2.5% 3.9%

女性 533 57.1% 37.6% 13.4% 17.3% 18.0% 9.6% 7.0% 2.4%

18～29歳 74 52.9% 47.1% 17.6% 35.3% 2.9% 14.7% 0.0% 8.8%

30～39歳 97 66.7% 49.4% 18.5% 29.6% 6.2% 11.1% 0.0% 1.2%

40～49歳 158 79.7% 42.2% 18.0% 14.1% 6.3% 7.8% 3.1% 0.8%

50～59歳 182 61.7% 31.6% 17.3% 24.1% 12.0% 5.3% 11.3% 1.5%

60～64歳 83 41.9% 37.1% 12.9% 17.7% 21.0% 8.1% 8.1% 0.0%

65歳以上 375 30.3% 24.8% 18.5% 18.1% 32.4% 6.7% 6.3% 4.6%

御殿場地区 452 51.5% 40.4% 17.0% 23.7% 16.2% 9.7% 4.5% 2.8%

富士岡地区 166 55.5% 31.9% 15.1% 17.6% 17.6% 8.4% 6.7% 1.7%

原里地区 165 49.5% 26.1% 14.4% 20.7% 21.6% 7.2% 6.3% 4.5%

玉穂地区 90 52.9% 33.8% 26.5% 17.6% 14.7% 1.5% 4.4% 5.9%

印野地区 32 52.6% 21.1% 36.8% 31.6% 15.8% 15.8% 5.3% 0.0%

高根地区 57 54.8% 35.5% 12.9% 12.9% 16.1% 3.2% 16.1% 0.0%

問29　参加しない理由
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n＝971 

48.8%

44.1%

40.8%

28.2%

22.5%

15.2%

11.5%

11.4%

6.3%

2.3%

0% 20% 40% 60%

社会的な孤立を予防するための総合的支援 （n=474）

保健福祉に対する情報提供、相談窓口の充実 （n=428）

災害時の避難に支援が必要な人への対策 （n=396）

住民同士で支え合う仕組みづくりへの支援 （n=274）

地域福祉活動を推進する人材育成、活動支援 （n=218）

小中学校や地域において福祉について学習し、理解を深め

る機会の充実 （n=148）

福祉サービスの利用者などを保護する権利擁護（成年後見

制度）や権利擁護支援の充実 （n=112）

ボランティア活動など市民活動への支援、ネットワークづくり

の推進 （n=111）

ユニバーサルデザインの推進 （n=61）

その他 （n=22）

問 30 誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう地域福祉を充実させていく上で、必要と

思うことは何ですか。（○は３つまで） 

 

○「社会的な孤立を予防するための総合的支援」が 48.8％で最も高く、次いで「保健福祉に対す

る情報提供、相談窓口の充実」が 44.1％、「災害時の避難に支援が必要な人への対策」が 40.8％

などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小中学校や地域において福祉について学習し、理解を深める機会の充実 
（n=148） 

福祉サービスの利用者などを保護する権利擁護（成年後見制度）や権利擁護支援の充実 
（n=112） 

ボランティア活動など市民活動への支援、ネットワークづくりの推進 
（n=111） 
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≪属性別の集計結果≫ 

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう地域福祉を充実させていく上で、必要なことは何か」

（問 30）について属性別に見ると、 

⇒全体で多かった項目は、他の属性においてもほぼ同様の傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問30　誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう地域福祉を充実させていく上で、必要なことは何か

実数

社会的な孤立
を予防するた

めの総合的

支援

保健福祉に
対する情報

提供、相談

窓口の充実

災害時の避
難に支援が

必要な人へ

の対策

住民同士で
支え合う仕組

みづくりへの

支援

地域福祉活
動を推進す

る人材育成、

活動支援

小中学校や地

域において福
祉について学

習し、理解を深

める機会の充
実

福祉サービス
の利用者など

を保護する権
利擁護（成年後

見制度）や権利

擁護支援の充
実

ボランティア

活動など市
民活動への

支援、ネット

ワークづくり
の推進

ユニバーサ
ルデザイン

の推進

その他

全体 971 48.8% 44.1% 40.8% 28.2% 22.5% 15.2% 11.5% 11.4% 6.3% 2.3%

男性 416 48.6% 44.2% 43.5% 29.3% 24.3% 14.4% 9.9% 11.5% 6.3% 3.6%

女性 533 49.5% 43.5% 38.1% 27.8% 20.8% 16.1% 12.8% 11.4% 6.0% 1.3%

18～29歳 74 36.5% 40.5% 41.9% 16.2% 17.6% 25.7% 12.2% 12.2% 20.3% 2.7%

30～39歳 97 43.3% 47.4% 39.2% 15.5% 14.4% 22.7% 15.5% 10.3% 11.3% 5.2%

40～49歳 158 55.1% 42.4% 42.4% 13.3% 22.2% 20.3% 9.5% 12.0% 8.9% 2.5%

50～59歳 182 56.0% 54.4% 37.9% 23.6% 22.0% 14.8% 13.7% 11.5% 8.2% 2.7%

60～64歳 83 49.4% 55.4% 37.3% 30.1% 25.3% 9.6% 14.5% 13.3% 2.4% 0.0%

65歳以上 375 46.7% 37.1% 42.7% 42.1% 25.3% 10.7% 9.6% 10.9% 1.1% 1.6%

御殿場地区 452 46.7% 44.2% 43.8% 27.0% 21.0% 14.2% 11.3% 11.7% 7.5% 2.9%

富士岡地区 166 51.8% 48.2% 36.1% 29.5% 25.9% 15.7% 10.8% 11.4% 3.6% 2.4%

原里地区 165 50.3% 34.5% 35.8% 33.3% 24.2% 11.5% 12.7% 12.7% 6.1% 1.8%

玉穂地区 90 51.1% 51.1% 45.6% 22.2% 24.4% 15.6% 11.1% 8.9% 5.6% 1.1%

印野地区 32 43.8% 37.5% 18.8% 34.4% 21.9% 31.3% 15.6% 15.6% 0.0% 3.1%

高根地区 57 50.9% 54.4% 47.4% 28.1% 19.3% 22.8% 8.8% 7.0% 8.8% 0.0%
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◇インターネット（スマートフォン）からもご回答いただけます◇ 

・下記ＵＲＬまたは二次元コードからアクセスし、ＩＤを入力してご回答ください。 

・インターネットで回答された方は、郵送での回答は不要です。 

 

ＵＲＬ：https://form.run/@gotemba-miryoku 

ＩＤ ： 

（※ID は個人を特定するものではありませんので、ご安心ください。） 

１ 回答は、あてはまる答えの番号を１つだけ選ぶもの、あるいは複数選ぶものがございます。 

お手数ですが、質問を確認のうえ番号に○をおつけください。 

２ 回答が「その他」の場合には、番号に○をつけ（ ）内に内容をお書きください。 

３ この調査に関するご質問、ご意見などがございましたら、下記までお問い合わせください。 

 

御殿場市役所 企画戦略部 魅力発信課  電話：82-4127    
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